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１．当四半期決算に関する定性的情報 

(1) 経営成績に関する説明 

当第1四半期連結累計期間（平成27年4月1日～平成27年6月30日）におけるわが国経済は、政府・日銀

による経済・金融政策を背景とし、緩やかな景気回復基調にはあるものの、比較的順調であった平成27

年1月～3月期と比べると、ギリシャ債務危機に伴う欧州の景気悪化を受け、中国経済の減速が鮮明とな

り、日本から中国向け輸出が減少したことから、鉱工業生産指数も低下する可能性が強まっており、景

気は目先、足踏みが予想されます。更に、当社の売上、利益と関係の深い主要原材料である非鉄金属相

場も中国経済後退に伴う実需の減、欧州の通貨危機に伴う投機マネーの引き揚げ等から下落傾向にあり

ます。 

このような状況のもと、当社グループは、薬品・建材事業ともに新製品や新規用途開発品を中心とし

た販売・生産数量の確保・拡大、新規ユーザーの開拓に取組むとともに、海外においては前期末に減損

損失等を計上したネクサス・エレケミック社の早期立て直し、サイアム・エヌケーエス社における新製

品の安定生産・販路拡大・更なる追加品目としての新製品の立上げに努めました。また、福島第一工場

における二次電池用正極材受託加工の本格稼働への迅速な対応を目指すとともに、価格競争力を増すた

めの全社挙げての低コスト体質強化に努めてまいりました。 

その結果、当第1四半期連結累計期間の当社グループ全体の売上高は、前年同四半期比で83百万円1.8％

減の4,689百万円、営業利益が前年同四半期比151百万円31.6％減の327百万円、経常利益が前年同四半期

比129百万円25.3％減の382百万円、親会社株主に帰属する四半期（当期）純利益は、東京電力から除染

費用の補償金21百万円を特別利益に計上しましたが、前年同四半期比54百万円17.0％減の264百万円とな

りました。 

 セグメントの業績は、次のとおりとなります。 

［薬品事業］ 

主力の薬品事業は、国内においては、納入先の複数購買化や生産拠点の海外シフトの影響等により伸

び悩みましたが、海外（タイ）子会社のサイアム・エヌケーエス社における新製品が軌道に乗り始めた

ことから、売上高は前年同四半期比22百万円0.6％増の3,950百万円となりました。 

利益面では、国内においては、福島第一工場における二次電池用正極材受託加工が本格稼働したこと

により固定費負担が一部軽減されたものの、生産数量の伸び悩みに加え、非鉄金属相場低迷による採算

低下から大幅減となり、海外（タイ）子会社においても、サイアム・エヌケーエス社は収益が向上した

ものの、ネクサス・エレケミック社が依然としてパソコン関連需要の低迷により営業損失の状況から脱

却できず、薬品事業全体の営業利益は前年同四半期比99百万円29.3％減の240百万円になりました。 

［建材事業］ 

消費税増税前の駆け込み需要の反動減の影響で新設住宅着工戸数が依然として低調に推移したことに

より、住宅関係の主力製品である防火通気見切り縁が減少したことや新製品の伸び悩みがあり、売上高

は前年同四半期比106百万円12.6％減の738百万円となり、利益面でも、前述のように採算面で影響の大

きい主力製品の防火通気見切り縁の減少等により、営業利益は前年同四半期比56百万円22.8％減の192

百万円という結果となりました。 

(2) 財政状態に関する説明 

当第1四半期連結会計期間末における流動資産は、棚卸資産、売上債権が減少したものの、現金及び預

金が増加したことにより、前連結会計年度末比184百万円増の21,252百万円となりました。固定資産は、

有形固定資産が既存設備の減価償却が進んだことにより前連結会計年度末比90百万円減の5,731百万円

と減少し、投資その他の資産では投資有価証券が一部株価の下落に伴い減少しましたが、長期預金が増

加したことにより前連結会計年度末比26百万円増の7,345百万円となり、固定資産全体では前連結会計年

度末比66百万円減の13,135百万円となりました。この結果、総資産は、前連結会計年度末に比べ118百万

円増の34,387百万円となりました。一方、負債は、流動負債が前連結会計年度末比84百万円増の4,394

百万円となり、固定負債が前連結会計年度末比24百万円減の1,163百万円となったため、全体で前連結会

計年度末比60百万円増の5,558百万円となりました。また、純資産は、利益剰余金の増加により前連結会

計年度末比58百万円増の28,829百万円となり、その結果、自己資本比率は前連結会計年度末の84.0％か

ら83.8％となりました。 
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(3) 連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 

平成28年3月期の連結業績予想につきましては、現在までのところ概ね当初予想の範囲内で推移してい

ることから、第2四半期連結累計期間・通期ともに平成27年5月14日公表の予想から変更いたしておりま

せん。 

２．サマリー情報（注記事項）に関する事項 

(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 

該当事項はありません。 

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 

  当連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前

四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算する方法を採用しております。 

(3) 会計方針の変更 

 「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号 平成25年9月13日）、「連結財務諸表に関する会

計基準」（企業会計基準第22号 平成25年9月13日）及び「事業分離等に関する会計基準」（企業会計基準

第7号 平成25年9月13日）等を、当第1四半期連結会計期間から適用し、四半期純利益等の表示の変更及

び少数株主持分から非支配株主持分への表示の変更を行っております。当該表示の変更を反映させるた

め、前第１四半期連結累計期間及び前連結会計年度については、四半期連結財務諸表及び連結財務諸表

の組替えを行っております。 
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３．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：千円)

前連結会計年度
(平成27年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成27年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 10,714,968 11,494,492

受取手形及び売掛金 6,408,936 5,980,913

商品及び製品 1,242,297 1,127,753

仕掛品 1,064,955 1,014,989

原材料及び貯蔵品 1,375,396 1,359,024

繰延税金資産 169,169 168,688

その他 93,252 107,803

貸倒引当金 △1,750 △1,660

流動資産合計 21,067,226 21,252,005

固定資産

有形固定資産

機械装置及び運搬具（純額） 2,114,141 2,034,396

その他（純額） 3,708,202 3,697,563

有形固定資産合計 5,822,344 5,731,960

無形固定資産 60,770 58,154

投資その他の資産

投資有価証券 3,896,489 3,814,357

繰延税金資産 5,816 7,224

その他 3,418,041 3,525,545

貸倒引当金 △1,570 △1,570

投資その他の資産合計 7,318,778 7,345,557

固定資産合計 13,201,892 13,135,673

資産合計 34,269,118 34,387,678

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 2,317,031 2,177,686

短期借入金 535,614 926,414

未払法人税等 287,265 145,292

賞与引当金 315,000 139,458

役員賞与引当金 20,000 6,250

債務保証損失引当金 8,673 8,673

その他 825,863 990,601

流動負債合計 4,309,447 4,394,377

固定負債

繰延税金負債 732,325 703,403

環境対策引当金 9,532 9,532

退職給付に係る負債 258,085 262,686

資産除去債務 115,412 116,065

その他 72,878 72,057

固定負債合計 1,188,234 1,163,745

負債合計 5,497,682 5,558,122
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(単位：千円)

前連結会計年度
(平成27年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成27年６月30日)

純資産の部

株主資本

資本金 1,034,000 1,034,000

資本剰余金 607,788 613,116

利益剰余金 25,637,354 25,722,346

自己株式 △285,205 △281,812

株主資本合計 26,993,937 27,087,649

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 1,259,075 1,203,501

為替換算調整勘定 479,877 501,571

退職給付に係る調整累計額 38,545 36,833

その他の包括利益累計額合計 1,777,499 1,741,905

純資産合計 28,771,436 28,829,555

負債純資産合計 34,269,118 34,387,678
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第１四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第１四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
　至 平成26年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
　至 平成27年６月30日)

売上高 4,772,804 4,689,082

売上原価 3,718,525 3,768,967

売上総利益 1,054,279 920,114

販売費及び一般管理費 575,696 592,624

営業利益 478,582 327,489

営業外収益

受取利息 4,106 6,234

受取配当金 26,828 33,303

不動産賃貸料 7,326 14,587

その他 4,902 14,464

営業外収益合計 43,163 68,590

営業外費用

支払利息 3,442 2,862

売上割引 2,619 2,841

賃貸収入原価 2,448 6,987

その他 775 783

営業外費用合計 9,285 13,475

経常利益 512,460 382,605

特別利益

固定資産売却益 1,082 25

受取補償金 － 21,384

特別利益合計 1,082 21,409

特別損失

固定資産除却損 2,205 2,404

特別損失合計 2,205 2,404

税金等調整前四半期純利益 511,338 401,610

法人税等 192,314 136,910

四半期純利益 319,023 264,700

非支配株主に帰属する四半期純利益 － －

親会社株主に帰属する四半期純利益 319,023 264,700
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四半期連結包括利益計算書

第１四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第１四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
　至 平成26年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
　至 平成27年６月30日)

四半期純利益 319,023 264,700

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 47,619 △55,574

為替換算調整勘定 △26,058 21,693

退職給付に係る調整額 655 △1,712

その他の包括利益合計 22,216 △35,593

四半期包括利益 341,239 229,106

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 341,239 229,106

非支配株主に係る四半期包括利益 － －
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（3）四半期連結財務諸表に関する注記事項 

（継続企業の前提に関する注記） 

該当事項はありません。 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記） 

該当事項はありません。 

（セグメント情報等） 

Ⅰ 前第 1四半期連結累計期間（自 平成 26 年 4月 1 日 至 平成 26 年 6 月 30 日） 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

（単位千円：千円未満切り捨て) 

報告セグメント 
調 整 額 

（注）1 

四半期連結損益

計算書計上額 

（注）2 薬品事業 建材事業 計 

売上高 
(1) 外部顧客に対する売上高             
(2) セグメント間の内部売上高 

又は振替高 

3,928,035

－

844,768

－

4,772,804

－

－ 

－ 

4,772,804

－

計 3,928,035 844,768 4,772,804 － 4,772,804

セグメント利益 340,277 249,220 589,498 △110,916 478,582

（注）1.セグメント利益の調整額△110,916 千円は各セグメントに配分していない全社費用であります。 

2.セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。

Ⅱ 当第 1四半期連結累計期間（自 平成 27 年 4月 1 日 至 平成 27 年 6 月 30 日） 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

（単位千円：千円未満切り捨て) 

報告セグメント 
調 整 額 

（注）1 

四半期連結損益

計算書計上額 

（注）2 薬品事業 建材事業 計 

売上高 
(1) 外部顧客に対する売上高             
(2) セグメント間の内部売上高 

又は振替高 

3,950,691

－

738,390

－

4,689,082

－

－ 

－ 

4,689,082

－

計 3,950,691 738,390 4,689,082 － 4,689,082

セグメント利益 240,664 192,423 433,088 △105,599 327,489

（注）1.セグメント利益の調整額△105,599 千円は各セグメントに配分していない全社費用であります。 

2.セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。
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